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　 日本自然災害学会元会長 ， 名古屋大学名誉教1受
松澤勲先生 は ， かね て 病気療養中の と ころ，平成

2 年 9 月 25 日未明，名古屋記念病院で 心不 全 の た

め 逝去されました 。 享年 84歳で した 。

　松澤 先生 は
， 明治 39年 1月 19 日長野県に お生

まれ に な り，日本 ア ル プ ス を眺め なが ら幼少時代

を送 られ ， 松本高校を経 て，昭和 6年 3月，東京

帝国大学理 学部地 質学科を卒業されま した 。 続 い

て 同年 9 月 同大学理学部副手，同 9年 11月同大学

理学部助手，同 12年 8月商工省地質調査所商工技

師，同 23年 4月東京帝国大学理学部講師を勤め ら

れ，昭和 24年に名古屋 帝国大学理学部に地球科学

科が新設され る と同時に ，こ の 教室の 初代教授 と

して招かれ ，同年 9 月に就任 されま した 。 先生は ，

日本で 初め て 創立 され た こ の 新 しい学科，地球科

学教室 の 設立 と充実に心血を注がれ，昭和44月 3

月，定年によ り同大学を退職され るまで ，構造地

質学講座を担当 されな が ら，約 20年の 永きにわた

っ て 学部 ・学科の 運営 ， 教育 ・研究 ，
そ して 新 し

い 学問と して の 地球科学の 発展 に尽 くされました。

先生はま た，教室 に関係 の 深 い 研究施設で ある 名

古屋大学理学部付属犬山地震観測所長及び犬山地

殻変動観測所長の 事務代理 なども歴任されました。

こ の よ うな先生の 御努力 に 対 し，名古屋大学は ，

昭和 44 年 6月，名誉教授の 称号を贈 り，その 功績

を讃え て お ります 。

　松澤先生 は，東京帝国大学の 時代か ら，大陸 と

島弧に おけ る地質構造 と地殻の 構成 に関す る研究

に取 り組まれ ま した 。 特に
， 若 くして 満蒙学術調

査団々員 と して 東ア ジ ア の 地形 ・地質の 調 査に参

加 して 以来 ， 東 ア ジ ア の 構造発達史の 解明を目的

と して ，広 く各地を調査研究 されま した。なか で

も，中国大陸の地質構造の 研究は初期に お ける そ

の 代表的なお仕事 で あり，満州熱河地方承徳付近

の 地質構造の 研究 によ っ て，昭和 1ユ年 4 月，日本

地質学会学術奨励金を受 け られ
，

さ らに
， 中国大

陸の 燕山造山帯及 び興安太行造山帯 の 地体構造と

地殻変動の 研究に よ っ て ，昭和ユ9年 8 月 ， 東京大

学 か ら理 学博士 の 称号を授与され て お られ ます 。

　松澤先生 の 調査研究 の 足跡は，日本国内，中国

ばか りで な く，遠 くア フ リカ大陸 に まで 及び，地

殻 の 構成 と構造運動 の 本質 の 究明に 努め られ，多

くの 構造地質学 的功績を残 され て い ます。先生は，

また，新生 代の 構造運動 に関 して も強 い 関心 を も

っ て お られま した。特 に注 目すべ きは，東海地方

各地 の 調査 と濃尾平野の 地下 構造 の 研 究か ら，こ
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の 地方の 基盤の 傾動運動の 継続性を明 らか に され

たこ とで した。こ の 研究成果 に関 する先生の 数々

の 業績は多方面か ら高 い 評価 を受け，そ の
一

連 の

研究に対 して ，昭 和 41年 5 月に は中日新聞社か ら

中日文化賞が贈 られ て い ます 。

　松澤 先生は
， 名古屋大学に着任後 ， 間もな く，

地方の 地学同好者を組織 して ，昭和 25年に名古屋

地学会を創設され ま した。そ して ，昭秘 4年まで ，

会長と して 地学教育の 普及 と発 展に 努め
， 地学愛

好家を育て ，同時に
， 自然観察や地学研究を試み

た小中学生や 高校生を表彰 し
，

そ れ らの 指導に あ

た っ た教諭諸氏 に教育研究上の 示唆を与え っ っ ，

常にそ の 努力を讃え られ て い ま した 。

　松澤先生は
，

在 職中，教育 ・研 究活動 の か たわ

ら， 文部省学術審議会研究費委員，通商産業省工

業審議会委員及び名古屋地方工 業協議会会長 ， 名

古屋地方鉱山保安協議会会長を永年務め られ，さ

らに愛知 県文化財専門委員，愛知県 自然環境保全

審議会委員な どを兼任 されま した。先生は名古屋

大学を退官され た後 も，多くの 分野で 活躍を続け

られま した が
， 特 に

， 昭和 49年か ら同 59年にわた

っ て 日本ア フ リカ 学会会長を務め られ，ア フ リカ

大 陸の 学術調査の 推進及びア フ リカ研究に携 わる

後進 の 育成など に 多大 な貢献を された こ とは まだ

記憶に新 しい と こ ろで す。

　 こ れ らの 多方面 に わ た る数 々 の 功績 に よ っ て，

松澤先生は，昭和 51年 il 月 3 日
， 勲三等旭 日 中

綬章を受けてお られます 。

　松澤先生 の 以上の 功績 に加え，忘れ る こ と の で

きな い 業績 と して ，自然災害科学の 推進と発展 に

つ い て の お仕事が あ ります。先生は名吉屋大学に

来 られて か ら，東海地方 の 新生 代 の 研 究に着手さ

れ， こ と に濃尾平野を取 り巻 く地 域
一

帯の 地質構

造発達史の解明に 力を注が れま した 。 先生の 研究

は 濃尾 平野 の 地下構造 と地盤沈下 ，さ ら に ゼ ロ メ

ー トル 地帯 に お ける諸災害な ど広 範に わ た る問題

に係わ っ て い ます 。 周知の よ う に ，昭和34年 9月

26 日，伊勢湾台風がこ の 地方を襲 い ま した。未曽

有 の 高潮災害 に よ り
一

夜 に して 約 5．000 名の 人命

が失われ，濃尾ゼ ロ メ
ートル 地帯は何ヵ 月も水 に

漬か っ た ままで した 。 こ の 伊勢湾台風を契機 と し

て
，

全国各方面 で 災害科学推進 の 声 が急激に 高ま

りま したが，先生 はそれ に先立 っ て 名古屋大学災

害科学調査会 を組織され，学 内の 研究者 とともに

被災状況の調査 と防災 ・減災対策の 問題 に取 り組

まれま した 。

一方，当時福井大学学長で あ っ た長

谷川万吉先生 が代表者とな っ て 昭和 35年度 か ら

「文部省 科学研究費総合研究災害科学の 総合的研

究」が始まりま した 。 松澤先生は昭和 36年度か ら

北陸東海地区部会長と して こ の 総合研究班の 活動

に参画 され て お られ ます 。 それ以 降 松澤先生は ，

基礎科学と して の 自然災害科学の あ り方，地域性

を も っ た 自然 災害に対する応用研究 そ して ，大

学 に お ける災害科学の 教育 と研究 の 進 め 方 な ど に

つ い て い ろい ろお考え に な り，多 くの 協力者 とと

もに，自然災害科学の 体制の 整備 とそ の 向上 に尽

力され ま した 。 御自身 も研究代表者 と して 何度 も

総合研 究を組織 し，地盤災害を 中心 と した研究を

続 けられま した 。

一
方，こ れ らの 研究活動と平行

して ，全国的な自然災害科学 の 研究組織 の 必要性

を強調 され ， 関係分野を糾合 して
， 昭和 56年 3月

に は 日本自然災害学会を設立，昭和 62年まで 初代

会長 と して ，自然災害科学の 基礎研究の 推進 と こ

の 学問 に係わる学術行政 の 進展 に尽 くされ ました 。

　松澤先生は い つ も研究者と研究機関 と文部省との

問に立 っ て 自然災害科学進展 の 計画を考え られ，

卒先 して 行動 されま した 。 そ して ，そ の 努力は定

年退官後も続け られ ま した 。 災害科学が今 日の よ

うな組織形態を整 え，そ の 活動を続け る こ とが で

き るの も，先生 の 情熱 と行動 力の おかげで あ る と

言 っ て も過言で はな い で し ょ う 。 先生 の 災害科学

に対する基本 的なお考え は，昭和 37年 ユ0 月 5 日

付で当時の 災害科学総合研究班 の 研 究代表者，長

谷川万 吉先生 に提出され た書 面， 「災 害科学研究

の 促進方策に 関する意見」 の 中ですで にそ の 大綱

が ま と め られ て い ます 。 松澤 勲先生 はそ の 書面 で

自然災害の
く

地 域的特異性
”

を災害科学の 特徴 と

して と らえ ，
そ の 視点か ら災害科学研究の 将来計

画と して 全国各地区に セ ン タ ーを設 ける こ との 必

要性 を強調されて い ます 。 昭 和 39年か らは，先生

も自ら文部省科学研究費 （特定研究）「災害の地域

的特異性 に関する基礎的総合研究
一
特に本邦 中部
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地 区 の 災害の 特異性
一
」の 代表者 と して こ の 課題

に取 り組まれ ま した 。 全 国 6地区の 自然災害科学

地区資料セ ン タ ーや新潟大学 に設 けられた積雪地

域災害研究セ ン タ ーの構想な ど も，す で に こ の 時

に 異体策 と して お考えで あ っ た と漏れ承 っ てお り

ます 。 上記 の 「災害科学研 究 の 促進方策 に 関す る

意見 」 の 中に は，また希望条項と して ，突発的災

害 に対して 調 査研究経費を容易に ，か つ 速や か に

支給 され る方途を考慮 して ほ しい
，

と 明記され て

い ます 。 こ れは，昨今，他の 研究分野に はそ の 例

を見 な い た め
， 自然災害科学の 特徴 と して 特に 評

価の 高い
tt

突発災害調査研究
”

の 重要性 と意義を

指摘 し， そ の 実施に関す る方策を提言 され た もの

で した。そ の 主 張 どお り
， 先生 も

， 例え ば昭和48

年 4月 18 日 に長野県上水内郡鬼無里村で発生 した

地す べ りの 研究に際 して は
， 実際に 野外調 査 に参

加され て お られます 。 松澤 先生は こ の 突発 災害調

査研究 を自然災害科学の 研 究 の 一
つ の 特徴 と して

あげられま したが，同時に，過去の 災害 の 原因究

明 と その 後の 影響に関す る事後調査を
く

資 料解析

研究
”

と して あげ られ
，

そ の 重要性を指摘 され て

い ま した。先生は，各地区資料セ ン タ
ー

との 連携

を計 りなが ら，災害科学研究の もう一
っ の 柱と し

て ，こ の 資料解析研究を定着させ よ うと努力され

ました 。 今 日
， 災害の 比較研究，あ る い は，災害

資料の デ ータ ・ベ ー
ス の 作成な ど の 形 に 発展 して

い る研究の 流れは，先生の こ の お考えを 引き継い

だもの と い え る で し ょ う。

　松澤 先生は，自然災害科学を こ れ ら
“

地域性
”

，

tt
突発災 害調査研 究

”

，
駅

資料解析研究
”

な どの 特

徴を もっ た学問 とお考え に な り，こ れ らの 特徴を

生か して 各分野 の研究が進 め られ るよ うに ，具体

策を提案されな が ら努力された の で した 。

一方 ，

と くに着 い 研 究者に は，自然災害現象の 研究は 生

きた地球 の 実態を知 る た め に はま た とな い 絶好の

機会で あ る こ とを諄 々 と説かれ ま した 。 地球科学

で 中心 的な 地位 を占 め て い る Physical　Geology

を本当に 勉強 し，充分に 理 解す る た め に は 自然災

害現象を研究する こ とが必 要で あ る，と言 っ て お

られ ました 。 さらに ，先生 は，晩年，永 い 地 球の

歴史の 流れ の 中で 自然災害現象を どの よ う に 把握

した らよ い か と い う本質的な問題をお考え に な っ

て お られ ま した 。 そ れ は構造地質学者 と して の 先

生の 研究の姿勢で もあ りま した 。 昭和 63年 11月；

先生は こ の よ うな自分の お考え を 京都大学防災研

究所で お話 しに な りま した 。自然災害科学を どの

よ うに体系だて て い くか と い う こ と も先生 の お考

え に な っ て お られた課題 で したが
，

そ れ らを時々

若 い 研究者を相手 に して ，談論風に話 され るの が

楽 しみ の よ うで した 。

　松澤先生が そ の よ うなお考えを御自身で ま とめ

られ つ つ あ っ た頃か ら，先生は色紙に次の よ うに

書か れ る の が常で した一 『自然に学ぶ 』一
。

若 い 頃，中国大陸の 大旅行で 体験された さまざま

な環境 悠久の 地球史 ， そ して ， 人類の 活動，そ

れ らをひ とつ ひ とつ 思 い 出 し，よ く考え合わせ て

み る と，結局わ れわ れは 自然か ら学ばねばな らな

い こ とが まだまだ あ るとお考え の よ うで した 。

　松澤先生 は，こ の 数年，特に自然 と人間 との 関

わ りを基本的な問題 と考え
， 東海地方 の地質学 ，

生 物学，考古学 など の 専門家の 手に よる 『東海の

自然史』の 編纂を企画されま した 。 こ の地方 に み

られ る貴重 な自然 を紹介 しなが ら，自らも筆を と

り，大自然 の もつ 偉大さを語 ろ うとお考え に な っ

て お られ た の で す 。 そ して ，近 く刊行 され るそ の

校正刷 りを手に して他界 され ま した 。 最後まで
，

科学 と社会 と人類に つ い て 考え ， 努力を惜 しまれ

ませ ん で した 。

　告別式は奇 しくも伊勢湾台風の あ っ た 日， 9 月

26 日， しめ や か に行わ れ ま した 。 日本 自然災害学

会か ら献花され た花台の 前で ，遠 くか ら参列 い た

だ い た 自然 災害科学関係者の 間で は，先生の 生前

の 御活躍 の 思 い 出話が尽き る こ と な く語 られて い

ま した 。

　なお，松澤先生 に は
， 平成 2 年 ユ0月 19日，叙位

と して 正 四 位が贈 られま した 。

　 こ こ に あ らた め て 先生 の 数 々 の 功績を讃え，御

活躍 を偲 び，心 か ら御冥福 を祈 ります 。

水谷伸治郎

（平成 2年ユ1月ユ4日受理）
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